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内 容 梗 概 

 
 
 本論文は、筆者が高知カシオ株式会社にて行なった中小型用高性能アモルフ

ァスシリコン薄膜トランジスター液晶ディスプレイ（HAST-LCD）実用化に関
する基礎的な研究成果と、高知工科大学大学院起業家コースにて行なった

HAST-LCD 実用化に関する応用的な研究成果及び、同コースにて行なった
HAST-LCD事業拡大に関する研究成果とをまとめたものである。論文構成とし
ては第１章から第５章までの５章構成である。以下に各章の結論を簡単にまと

める。 
 
第 1章 
 LCD(Liquid Crystal Display)、 PDP(Plasma Display Panel) 、 有 機
EL(Electro Luminescence)、FED(Field Emission Display)といったフラットパ
ネルディスプレイ(FPD)は、情報化社会、ネット社会の到来とともに、その用途
と市場を拡大させている。これら FPD の中でも特に中小型 TFT(Thin Film 
Transistor)-LCDに着目した。本研究の目的の第 1は、中小型 TFT-LCD市場に
注目し分析することで将来に向けての技術戦略を立てることである。第 2 の目
的は策定した技術戦略を実現するための技術の詳細を研究することと、低コス

トで生産するための生産技術を研究することである。最後の目的はこれらの技

術戦略、生産技術でもってどのようなビジネス展開を図るのがベストかを研究

することである。 
第 2章 
 中小型 TFT-LCD市場で今後成長性が著しいのはデジタルカメラ用途、ゲーム
用途、PDA用途と携帯電話用途である。これらの用途での要求性能は、①高画
質・高精細、②操作性の容易化、③低コスト、④低消費電力、⑤軽量・コンパ

クトの５つである。これらの要求性能を具体的な技術戦略に展開し、中小型

TFT-LCD技術戦略ロードマップを設定した。 
第 3章 
 技術戦略の中でも①高画質・高精細、③低コスト、⑤軽量・コンパクトであ

ることに注目した。筆者らは、この技術課題を実現させるために、中小型用高

性能アモルファスシリコン TFT-LCDを研究し商品化に成功した。そしてこれを
HAST-LCDと名付けた。HAST-LCDは従来のアモルファスシリコン TFT-LCD
を進化・発展させたもので、独創的な設計手法と材料技術、それにプロセス技
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術の最適化によって実現された高精細、高開口率を最大の特徴とする。

HAST-LCD の商品化に成功し、アモルファスシリコン TFT を使用しても低温
多結晶シリコン TFT-LCD と同等以上の性能を実現できることを実証したこと
は、工業的に非常に意義のあることであった。 
第 4章 
 HAST-LCDの高効率生産技術の研究を行なった。パネル品質に影響を与える
セルギャップと液晶プレチルト角の新たな測定法を開発しインライン測定に応

用することで工程の振れを最小限に抑えることに成功した。またパネルの額縁

部を縮小することで低コスト化に成功し、さらに配向安定化技術を開発するこ

とで高歩留生産を可能にした。これらのことにより HAST-LCDの高効率生産の
実現とその安定維持に成功した。現在 1.8型 HAST-LCDでのモジュール工程ま
での歩留が 95％以上と非常に高い生産性を維持できている。 
第 5章 
 HAST-LCDによる中小型 TFT-LCD業界シェア No.1 へのシナリオの研究を
行った。設備投資の歩留向上施策、経費コストダウン施策、追加投資を含む増

産施策が利益の確保と投資の回収に決定的な影響を及ぼすことを見出し、その

具体的な方法を提示した。またファウンダリー事業が非常に有効なビジネスモ

デルであることを立証した。 
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